
令和６年度 第６回 秋葉区自治協議会 会議概要 

 

日 時 令和６年１０月２９日(火) 午後１時３０分から午後３時３０分まで 

会 場 秋葉区役所６階 ６０１・６０２会議室 

出席者 【委員（名簿順）】 

    小山委員、小菅委員、加納委員、菅井委員、佐藤委員、坂口委員、吉田委員、今井

委員、青木委員、村上委員、板井委員、甲田委員、佐々木委員、森田委員、荒井委

員、吉川委員、稲垣委員、中島委員、山﨑委員、五十嵐委員、田中委員、平田委員、

古川委員、横山委員、大貫委員  計２５名 

（欠席 飯村委員、若月委員、渡邊委員、斎藤委員） 

    【秋葉区役所】 

    副区長（地域総務課長）、区民生活課長、健康福祉課長、産業振興課長、建設課長、

小須戸出張所長、秋葉消防署長、新津図書館長、新津地区公民館長、教育支援セン

ター所長、土木総務課課長補佐、秋葉区地域総務課職員（欠席 農業委員会） 

事務局 地域総務課職員３名 

傍聴者 １名  

報 道 １名 

 

内 容 

 

１ 開会 

   第１部会 小菅委員よりあいさつ 

 

２ 報告 

（１）２０２４にいがた雪の日辞典について 

土木総務課中山課長補佐より、2024 年度版にいがた雪の日辞典について、新潟市の

大雪に関する市民広報の取り組みと雪の日辞典の内容について説明がありました。現

行の表紙を差し替えた最新版を、自治会を通じて全戸配布するとの報告がありました。 

 

資料１ ２０２４にいがた雪の日辞典について  

  

（２）「令和 6年度 Akiha教育懇談会」の開催報告について 

   教育支援センター金子所長より、令和 6 年度 Akiha 教育懇談会について、約 130 名

ほどの参加があったことと、参加者からのアンケート結果の報告がありました。 

   中島会長より、アンケート結果から子どもの参加を求める意見が上がり、子どもの参

画の在り方について、次年度に向けて検討してほしいとの要望があがりました。 



          資料２ 令和 6年度 Akiha教育懇談会 報告書 

 

 （３）教育支援センターに対する質問等への回答について 

   教育支援センター所長より、6月の自治協議会で説明のあった「中学生のための地域

クラブ活動」への質問に関する回答がありました。また、主に小中学生と保護者を対象と

した地域クラブ活動体験会を、11月 30日（土）に秋葉区総合体育館にて開催するとの報

告がありました。その後、7月の自治協議会で説明のあった「令和 6年度教育委員会の主

な事業」への質問に関する報告がありました。 

   森田委員より、秋葉区での地域クラブ活動体験会の開催案内は、スポーツ協会等の関

連団体へも配布されているのか、という質問が出ました。 

      中島会長より、地域クラブ活動における補助金の支援対象を拡大してほしいとの要

望がありました。    

 

資料３ 中学生のための地域クラブ活動に向けて 

 

 （４）令和 7年度秋葉区役所企画事業について 

   各所属長より、令和 7 年度秋葉区役所企画事業についての検討結果とその理由の説

明がありました。 

   平田委員より「子ども・若者公共乗車促進事業」について、今年度の実施期間はいつ

までなのか、という質問が出ました。 

   五十嵐委員より「アキハの宝子ども探検ツアー」について、参加者の人数を限定した

のはどのような意図か、という質問が出ました。また「アキハ人材育成」に関連して、秋

葉区の特徴的な子育て支援策はあるか、という質問がでました。 

   森田委員より「花まる鉢花支援」について、現在の新潟県の花木振興協議会の事務局

はどこか、という質問が出ました。 

   

資料４ 令和 7年度秋葉区役所企画事業について 

 

 （５）令和 7年度秋葉区自治協議会提案事業について 

   中島会長より、令和 7 年度秋葉区自治協議会提案事業について、第 1 回目の提案事

業検討委員会の開催報告と、会議概要について報告がありました。主な変更点と、各部会

の来年度の予算額について報告がありました。 

  

        資料５ 令和 7年度秋葉区自治協議会提案事業について 

 

３ その他 



（１）部会活動報告 

 ①第１部会 

  加納部会長より、令和 6 年度のきらめきサポートプロジェクト採択団体の進捗状況に

ついて報告がありました。 

 ②第 2部会 

  青木部会長より、10月 19日（土）に行われた中越地震の被災地である長岡市内への防

災視察の実施報告がありました。参加者へは御礼が伝えられました。 

 ③第 3部会 

  佐々木部会長より、各部門ごとの進捗報告がありました。もち麦部門については、先月

に引き続き 1月 26日（日）に開催予定のもち麦フェスタに向けて取り組んでいるとの報

告がありました。居場所部門については、各コミュニティ協議会から回答していただいた

アンケートの集計をもとに、今後の方向性を定めていくとの報告がありました。トレッキ

ング部門については、11 月 2 日開催の菩提寺山散策に向けて、安全対策等の準備が進め

られているとの報告がありました。 

 ④広報部会 

  森田部会長より、自治協議会 PRのための 20秒 CMについて、今年度は 5テーマ制作を

し、CMの収録を行っているとの報告がありました。また、あきはくはつものがたりの 11

月・12月の収録に関して、各委員へ出演依頼がありました。 

 ⑤ひな・お宝部会 

  大貫部会長より、ひな・お宝部会の進捗状況について、各コミュニティ協議会の会長宛

で依頼文を発送したとの報告がありました。11 月頃には必要物品の仕分け作業に入ると

の報告があり、順調に準備が進んでいるとの報告がありました。 

 

（２）その他 

  長崎秋葉区長より、秋葉区内を走る 3路線のバスに関する報告がありました。3路線そ

れぞれで乗車人数が増加しているとの報告があり、前年度と比較して 3340人の増加があ

ったと報告がありました。昨年度、路線バスの改善に取り組んできた金津コミュニティ協

議会・新関コミュニティ協議会、そして自治協議会第 2部会へ御礼が伝えられました。 

  加納部会長より、新津第二中学校で開催される「創立 77周年夢プロジェクト」第 6弾

に関する開催案内がありました。 

  中島会長より、きらめき未来プロジェクト「未来ビジョン部門」事業において、阿賀浦

コミュニティ協議会と満日コミュニティ協議会が共同で取り組んでいる「阿賀満にじい

ろ祭り」が新潟日報に取り上げられたという報告がありました。また、忘年会開催の提案

がありました。 

 

５．閉会 



 

 ※詳細については、後日改めて掲載します。 


